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f 0.0 25.869 108.41
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図4.1Baisnの構造
図4.1の結果より抗原が免疫系が共存できるような初期点の範囲は非常に狭いことがわかる｡
これは抗原が指数的な増殖をするためであると考え一られる｡
5 結論
今回､指数的な増殖をする抗原のダイナミクスを加えたことにより､それに対するBersiniら
のモデルの免疫機能が調べられた｡通常の免疫反応､免疫記憶を表すと思われる力学状態や､あ
る状態で入ってきた抗原に対しては免疫系が寛容になってしまう状況がある｡免疫系が抗原を受
け入れて共存状態を作る場合を免疫系にとって自己､攻撃して駆逐してしまうのを免疫系にとっ
て非自己と考えれば免疫系の自己非自己の認識は免疫系の状態と抗原の状態の関係において語
られるものである｡また今回の自己､非自己問題に対する結果は抗原のダイナミクス､すなわち
抗原の戦略にも大きく依存していると考えられる｡図4.4において免疫系が抗原を自己と認識す
る領域2が非常に狭いのは､抗原が指数的増殖をするという免疫系にとっては有難くない戦略が
効いていると思われる`.例えばロジステイク型の増殖をする抗原は直観的には免疫系にやさしい
タイプの抗原でないかとおるわれ､このような時は免疫系が自己と認識する領域2は広がるので
はないかと考えられる.生体内で作られるタ1/バクなどに対して免疫系が寛容になっている理由
として抗原のダイナミクス､すなわち抗原の持つ吸略という視点カモらの理解が可能ではなかろう
か｡
また､免疫記憶という点では､2つのサ ド^ ,型固定点間の遷移として記憶を理解する可能性
を示唆できた｡
今後の課題として多種類の抗原のダイナミクスを入れた場合に免疫系がどのような振舞いを
するかを見てみたい.それによって免疫系が抗原の戦略のえりどのみをするようであればおもし
ろいのではなかろうか.
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